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こ
の
結
果
、
さ
と
う
き
び
生
産
農
家
の
手
取
り
価
格
は
、
ト
ン
当
た
り
二
万
千
四
百
七
十
円
で
、
昨
年
に
続
い

て
二
年
連
続
据
え
置
か
れ
、
さ
と
う
き
び
生
産
に
必
死
の
努
力
を
し
て
い
る
生
産
農
家
の
期
待
を
大
き
く
裏
切
る

も
の
と
な
つ
た
。 

政
府
は
十
一
月
一
日
、
六
十
年
産
さ
と
う
き
び
価
格
に
つ
い
て
、
ト
ン
当
た
り
の
最
低
生
産
者
価
格
を
昨
年
よ

り
百
十
円
引
き
上
げ
二
万
八
百
八
十
円
と
し
、
そ
の
一
方
で
生
産
奨
励
金
を
百
十
円
引
き
下
げ
、
五
百
九
十
円
と

す
る
決
定
を
し
た
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
さ
と
う
き
び
は
沖
縄
県
及
び
鹿
児
島
南
西
諸
島
に
お
け
る
基
幹
作
物
で
あ
り
、
沖
縄
県
に

お
い
て
は
、
そ
の
栽
培
面
積
が
畑
作
全
耕
地
面
積
の
三
分
の
二
、
農
業
粗
生
産
額
で
は
三
分
の
一
と
な
り
、
県
内

約
四
万
四
千
の
農
家
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
き
び
作
に
従
事
し
て
い
る
な
ど
、
沖
縄
県
農
業
で
は
重
要
な
地
位
を 
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一 

さ
と
う
き
び
価
格
に
つ
い
て
、
生
産
農
家
は
「
せ
め
て
生
産
費
を
償
え
る
、
少
な
く
と
も
ト
ン
当
た
り
二
万

六
千
円
の
最
低
生
産
者
価
格
の
実
現
を
」
と
そ
の
引
き
上
げ
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
議
会
を
は

じ
め
農
業
団
体
な
ど
は
、
価
格
決
定
に
際
し
て
「
再
生
産
を
十
分
確
保
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
ほ
し
い
」
旨
要
請

を
行
つ
て
き
た
。 

占
め
て
い
る
。 

「
生
産
の
振
興
を
図
る
」
と
し
て
策
定
し
た
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
趣
旨
と
も
矛
盾
し
、
基
幹
作
物
で
あ
る

さ
と
う
き
び
生
産
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
、
生
産
農
家
の
経
営
と
生
活
を
一
層
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

今
回
の
価
格
決
定
は
、
さ

と
う
き
び
生

産

農

家

の
切
実
な
要
求
を
全
く
無

視

し

た
も
の
で
あ
り
、
政
府
自
ら 

に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
六
十
年
産
さ
と
う
き
び
の
生
産
農
家
手
取
り
価
格
を
据
え
置
い
た
理
由
は
な
ぜ

か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

従
つ
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。 

四 

 



 

二 

さ
と
う
き
び
生
産
農
家
手
取
り
価
格
は
、
昭
和
五
十
一
年
以
降
農
林
水
産
省
が
発
表
す
る
生
産
費
さ
え
大
幅

に
下
回
つ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
五
十
九
年
産
さ
と
う
き
び
で
み
る
と
、
農
家
手
取
り
価
格
は
ト
ン
当
た
り
二
万
千
四
百
七
十
円
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
ト
ン
当
た
り
の
生
産
費
は
二
万
五
千
三
百
十
六
円
と
な
つ

て
い
る
。
つ
ま
り
ト
ン
当
た
り
の
農
家
手
取
り
価
格
は
、
生
産
費
よ
り
三
千
八
百
四
十
六
円
も
マ
イ
ナ
ス
と
な

つ
て
い
る
。 

ま
た
、
農
家
手
取
り
価
格
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
九
年
の
四
年
間
に
た
つ
た
六
十
円
し
か
引
き

上
げ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
経
営
費
や
物
価
の
値
上
が
り
を
考
え
れ
ば
事
実
上
の
引
き
下
げ
と
言
つ
て
も
過
言
で

は
な
い
。 

こ
れ
を
生
産
農
家
全
体
で
み
る
と
、
沖
縄
県
の
昭
和
五
十
九
年
産
の
さ
と
う
き
び
生
産
実
績
は
、
百
七
十
万 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
明
確
な
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

２ 

生
産
農
家
は
「
こ
れ
で
は
採
算
も
合
わ
な
く
生
産
意
欲
も
も
て
な
い
」
、
「
肥
料
、
農
薬
も
制
限
せ
ざ
る
を

得
な
く
増
産
も
困
難
だ
」
と
の
卒
直
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。 

１ 

農
家
手
取
り
価
格
が
、
政
府
自
ら
公
表
し
た
生
産
費
よ
り
大
幅
に
下
回
つ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
状
態
が
続

い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
納
得
の
い
く
説
明
を
さ
れ
た
い
。 

３ 

生
産
農
家
を
は
じ
め
農
業
団
体
な
ど
は
、
政
府
が
今
回
の
さ
と
う
き
び
生
産
者
価
格
決
定
で
行
つ
た
よ
う

な
、
最
低
生
産
者
価
格
を
百
十
円
引
き
上
げ
て
お
き
な
が
ら
他
方
、
生

産

出

荷

奨

励

金

を
百
十
円
引
き
下 

八
千
三
百
十
六
ト
ン
な
の
で
、
六
十
五
億
七
千
十
八
万
円
の
手
取
り
減
に
な
る
。 

更
に
、
生
産
費
を
割
る
価
格
で
、
政
府
が
言
う
よ
う
に
「
再
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
適
正

に
決
定
し
た
」
な
ど
と
言
え
る
の
か
、
明
確
に
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

か
。 政

府

は

、

か

か

る

生

産

農

家

の

経

営

の

困

難

な

実

情

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の 

六 

 



 

三 

政
府
は
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
、「
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
国

内

甘

味

資

源

の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
生
産
性
及
び
品
質
の
向
上
を
基
本
に
生
産
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
、
収
穫
機
の
開

発
普
及
、
優
良
品
種
の
育
成
導
入
と
健
全
種
苗
の
普
及
、
病
害
虫
の
防
除
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
。 

し
か
し
、
沖
縄
県
に
お
け
る
さ
と
う
き
び
作
農
業
は
、
基
盤
整
備
の
立
ち
後
れ
、
台
風
、
干
ば
つ
、
病
害
虫

に
よ
る
被
害
が
依
然
と
し
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
値
上
が
り
と
相
ま
つ
て
一
段
と
経
営

を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
つ
て
い
る
。 

１ 

政
府
は
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
か
か
げ
た
目
標
を
ど
の
よ
う
に
達
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の 

げ
、
農
家
手
取
り
価
格
を
据
え
置
く
と
い
う
操
作
を
や
め
て
、「
奨
励
金
」
を
最

低

生

産

者

価

格

に
織
り
込

み
、
生
産
費
を
償
え
る
よ
う
に
最
低
生
産
者
価
格
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
要
求
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 
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２ 

政
府
は
「
臨
調
行
革
」
、「
財
政
再
建
」
と
言
い
な
が
ら
、
軍
事
費
だ
け
は
突
出
さ
せ
、
他
方
で
生
産
者
価
格

を
低
く
抑
え
、
生
産
者
農
家
の
経
営
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
。 

ニ 

病
害
虫
防
除
対
策 

第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
さ
と
う
き
び
作
農
業
の
振
興
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
来
年
度
以
降
、
さ
と

う
き
び
作
農
業
の
振
興
に
係
る
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。
そ
の
た
め
の
予
算
措
置 

ロ 

さ
と
う
き
び
収
穫
作
業
の
機
械
化
の
促
進 

ホ 

試
験
研
究
機
関
の
拡
充
・
強
化 

イ 

水
資
源
の
確
保
、
か
ん
が
い
排
水
路
及
び
ほ
場
、
農
道
等
の
土
地
基
盤
整
備 

か
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
計
画
内
容
及
び
そ
の
進
捗
状
況
並
び
に
予
算
措
置
、
目
標
達
成
の
見
通
し
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ハ 

優
良
品
種
の
育
成
導
入
と
健
全
種
苗
の
普
及 
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九 

を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
つ
も
り
か
。 

右
質
問
す
る
。 


